
	 規　格	 標準地耐力
	 1　号	 9.8 ｋN（1トン）

	 2　号	 19.6 ｋN（2トン）

地盤を掘削することがなく、打込み施工のため、地盤本来の支持力を
有効利用し強い地耐力を発揮します。

※� �左表の標準地耐力は普通地盤での目安
値であり、地盤により地耐力は異なり
ます。

※� �ご使用の際は、左表の標準地耐力以内
としてください。

※� �軟弱地盤用として、更に深く打込み可
能な『2Ｌ号』もご用意しております。

ミニテーアンカーは打込みアンカー
ですから面倒な穴掘りの手間がいっ
さい省けます。打込み操作はミニ
テーアンカーに差し込んだガイド
パイプの中でロッド（棒）ハンマーを
叩くだけで、きわめて短時間で施
工できます。しかも、丸アイの動
きによって抵抗板の展開が地上か
ら確認できるため、不完全な施工
の回避につながり安心です。

（2号タイプ）

丸アイ（展開後）

隅柱：2号
周囲柱：1号

1号

果樹棚の固定

 ミニテーアンカーの使用例

ビニールハウスの固定

0 

ミニテーアンカーは、 果樹棚やビニール

ハウスなど地表に直接設置しなければな

らない各種農業施設を大地にしっかりと

繋
つな

ぎ留める、いわば陸の錨
いかリ

です。

船から投げ降ろすだけでよい海の錨と異

なり、陸の場合は硬い土の中に埋め込ま

なければなりませんが、ミニテーアンカー

は簡単な打込み操作を施すだけで深さ

1ｍの地中に根を張り、 そのまま強い

地
・ ・ ・

耐力（地上からの引張りに耐える力）を

発揮する陸の錨になります。
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　　　　 施工が簡単・確実

　　　　 強い地耐力

丸アイ（展開前）



ミニテーアンカーの打込み方
各部の名称

※ �製品改良のため、仕様その他を予告なく
変更する場合があります。
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寸法図

　ガイドパイプの先端にミニテーアン
カーを嵌めこみ、ガイドパイプの中に
ハンマーの短棒（紺色）を挿入します。
そのまま地面に立てて2人で呼吸を合
わせながらハンマーを叩いてください。
——ハンマーのコブがガイドパイプの上端

に当ります。抵抗板は展開せずに地中を直

進します。（写真 ）
※�打込みの際にはハンマーのコブの下
を持たないでください。

　ガイドパイプにしるされたマークが地
面に達したところで叩くのを止めてくだ
さい。（これで直進打ちが終ります。）
　ハンマーを短棒から長棒（黄色）に
入れ替えてください。（写真 ）

注意（展開打ちに入る前に）
　長棒の先端についた引抜きフックを
ガイドパイプの内側（段差）にひっかけ
るような感じで小きざみに逆叩きし、
ガイドパイプを約 5㎝ 抜上げてくださ
い。その際、ガイドパイプが抵抗板より
外れないように注意して下さい。——こ
の操作を加えることにより、抵抗板はより

スムーズに展開して行きます。（図 ）

（展開打ち開始）直進打ちと同じ要領
でハンマーを叩きます。——こんどは長
棒の先端がガイドパイプ内の芯がねに当り

ます。芯がねに加えられる衝撃はアンカー

のリブ内に納まっている芯板に伝わります。

芯板に押し広げられるようにして、抵抗板

は先端から徐々に展開を始めます。

　叩いているうちに、ガイドパイプをは
さんで並んでいる2つの丸アイの高さ
が次第に接近してきます。——展開を始
めた抵抗板は、土の抵抗を受けてさらに大

きく広がろうとします。丸アイの動きは抵

抗板が順調に展開運動していることを示し

ています。（写真 ）

　2 つの丸アイが同じ高さに並んだ
とき抵抗板の展開運動は終ります。
ハンマーの叩きを止めてください。
（写真     ）

　もう一度ハンマーを逆叩きしてくだ
さい。（図   ）ガイドパイプは簡単に引
抜くことができます。（写真   ）

抵抗板の展開運動
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※鋼材表面には、亜鉛めっきが施されています。
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※�各施設との接続は
必ず右図のように、
両方の丸アイに通し
て行ってください。
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	 規   格	 Ａ	 B	 Ｃ	 Ｄ

	 1    号	   80	 170	 210	   80

	 2    号	 100	 215	 255	 100
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段差
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